
平成２５年１１月２３日 

選手強化委員会 

 

ナショナルチーム編成基準要綱（Ｈ２６年度版） 

（目的） 

１．この要綱は、公益社団法人日本ライフル射撃協会（以下「協会」という。）が、射撃競

技の国際競技大会に於いて、メダルを獲得し得る選手の強化を図るために編成するナ

ショナルチームの基準に関して必要な事項を定めることを目的とする。 

２．この要綱はＨ２６年度 1年間運用し、運用の結果、見直しを行いＨ２７年度以降の要

綱を改めてＨ２６年度に定めることとする。 

（用語の定義） 

３．この要綱で使用する用語の定義を次のように定める。 

（１）「ナショナルチーム」とは日本を代表し、国際競技大会に於いて、メダルを獲得

し得る選手の強化を図るために編成されたチームのことをいう。チームはナショナル

コーチ（含むアシスタントナショナルコーチ）、ＪＯＣ専任コーチングディレクター、

ナショナルチーム選手、ナショナルチームスタッフにより構成され、選手強化委員会

のもとに設置される。 

（２）「ナショナルチーム選手」（以下ＮＴ選手という）とは、日本を代表する国際的

な競技力と人格見識、及び旺盛な向上心を有し、かつ協会から認定を受けたものをい

う。 

（３）ＮＴ選手は、以下のカテゴリーに分類される。 

＜ライフル＞ 

ライフルについては、カテゴリーを設けない。毎回ベストメンバーでの派遣を実施し

たいので、ＮＴ選考対象試合の結果を優先した選考を実施する。 

＜ピストル＞ 

ＡカテゴリーとＢカテゴリーに分類される。 

Ａカテゴリーは、オリンピック競技大会、世界選手権大会、ワールドカップ大会で入

賞以上の成績を残した場合に即時認定される。 

Ａカテゴリーの任期は指定された年度及びその翌年度の２年間、Ｂカテゴリーは指定

された年度の１年間とする。 

（４）「ナショナルチームスタッフ」（以下ＮＴスタッフという）とは、理事会により

任命される選手強化委員会委員やナショナルチームの技術的サポート、情報戦略サポ

ート等を担当するものをいう。 

（編成） 

４．ナショナルチームの編成は、上記２で述べたナショナルコーチ、ＪＯＣ専任コーチン

グディレクター、ＮＴ選手、ＮＴスタッフをもって構成する。 



（１） ナショナルチームの編成の年度は、毎年４月１日より翌年３月３１日までの協

会活動年度と同じ期間とする。 

（２） 選手強化の重点はＡカテゴリー、Ｂカテゴリーの順とする。 

（３） 選手の総数はライフル・ピストル各１５名以内を限度とする。 

（対象種目） 

５．ナショナルチームの対象とする競技種目は以下の通りとする。 

＜ライフル＞５種目 

（１） 男子 

50m ライフル 3ｘ40、50m ライフル伏射、10m エアライフル 

（２） 女子 

50m ライフル 3ｘ20、10m エアライフル 

  ＜ピストル＞５種目 

（１） 男子 

50m ピストル、10m エアピストル、25m ラピッドファイアピストル 

（２） 女子 

25m ピストル、10m エアピストル  

 

（選手の選考） 

６．ＮＴ選手の選考は以下の手順で選手強化委員会で決定し、理事会へ報告される。 

＜ライフル＞ 

（１） 選考対象となる試合 

・協会及びＪＯＣが派遣を行った国際競技大会等 

・第一回ＮＴ選考会（50ｍ＆10ｍ、ダブルマッチ）H26 年 4月予定 

・第二回ＮＴ選考会（50ｍ＆10ｍ、ダブルマッチ）H26 年 5月予定 

・第三回ＮＴ選考会（50ｍ＆10ｍ、ダブルマッチ）H27 年 3月予定 

・全日本選手権（50ｍ、10ｍ） 

・全日本選抜（50ｍ、10ｍ） 

選抜方法 

上記の国内試合５試合計８回の記録ならびに国際競技大会等の記録の内、上位

５回の記録の平均点順位による順位表を作成し、上位者をＮＴ選手とする。平

均点の整数値が同点の場合は、最近の試合の点数が高い選手が優遇される。 

 

コーチ推薦は実施しない。 

国際競技大会等の点数に関しては、予選も本選も対象試合とする。 

なお、Ｈ２６年度は、初年度の処置としてスタートをＨ２５年９月ＮＴ選考会

から対象記録とし、Ｈ２６年４月の第一回ＮＴ選考会が終了した時点でＮＴ選



手を選定する。よって 4月の選定の際の、選手選考の対象試合は、以下となる。 

・Ｈ２５年 9月（Ｈ２６年度）ＮＴ選手選考会 

・Ｈ２５年１１月全日本選手権（５０ｍ）＆全日本選抜（１０ｍ） 

・Ｈ２６年３月全日本選手権（１０ｍ）＆４月全日本選抜（５０ｍ） 

・Ｈ２６年４月第一回ＮＴ選考会 

上記試合、計６回の記録の上位３つの記録の平均点上位から選定する。 

なお、Ｈ２５年９月からＨ２６年４月の選定までの海外派遣試合に参加した選

手の成績は上記試合に加える。 

 

 ＜ピストル＞ 

（１） 選考対象試合 

・協会及びＪＯＣが派遣を行った国際競技大会等 

・全日本選手権 

・全日本選抜 

・全国春夏秋冬ピストル大会（ただしエアピストルは除く） 

・エアピストルＮＴ選考会【新設】（長瀞、ダブルマッチ）冬、春Ｐ大会後実施 

なお、国際競技大会等については、予選本選ともに対象試合とする。 

 

   （２）選抜方法 

毎年１２月に過去 1年間の対象試合で海外派遣基準をクリヤーしたものをＮＴ

選手として選考する。海外派遣基準は、海外派遣の項目を参照のこと。 

コーチ推薦に関しては、基準をクリヤーする選手が少ない場合等に、専任コー

チングディレクター推薦の選手を若干名追加することがある。 

当年度Ａカテゴリーに属している選手が競技会に不参加または成績不振であ 

った場合は、翌年度Ｂカテゴリーで残留する。 

 

 

（派遣競技会） 

７．派遣選手の選考については、理事会の承認を受けた本要綱に基づいて選手強化委員会

で決定し、理事会に報告する。 

協会及びＪＯＣが派遣を行う国際競技大会等の代表選手は原則として、Ａカテゴリー

選手、次いでライフルは７．（２）（イ）で選考された選手、ピストルはＢカテゴリー

選手をもってあてる。 

  （１）オリンピック競技大会への派遣については以下の通りとする 

     （ア）ピストルについては国別出場権（ＱＰ）を獲得した選手が、オリンピッ

ク開催年度の NT 選手である場合は、その選手を代表選手とする。そうでな 



        い場合は、別途選考会を開催して決定する。この選考会については別途

定める。 

   ライフルについては、オリンピック開催前年のＷＣ４大会がすべて終了

した時点で、該当種目ランキングトップの選手を代表選手として認定し、

１年間オリンピックに向けた強化を実施する。その後に開催されるアジ

ア選手権でＱＰを獲得した場合は、獲得選手を代表選手とする。 

（イ）代表選手の出場種目は選手強化委員会がそれを決定し、代表選手名簿 

とともに理事会に報告する。 

（２）その他の国際競技大会派遣については、以下の順に選考する。 

（ア） 国際競技大会派遣に関して、Ａカテゴリー選手は特段の事情が無い限り

常に派遣される。 

（イ） ライフルは、Ｈ２６年度は以下要領で派遣選手を選考する。 

なお、国際競技大会派遣を希望する者は派遣選考対象試合となる直近の

ＮＴ選考会には出場しなければならない。 

・３月ＷＣフォートベニング  

基本派遣予定なし 

・６月ＷＣミュンヘン、ＷＣマリボル（スロベニア）  

Ｈ２５年９月ＮＴ選考会、１１月全日本選手権（５０ｍ）＆全日本選

抜（１０ｍ）、３月全日本選手権（１０ｍ）＆４月全日本選抜（５０

ｍ）、第一回ＮＴ選考会の６回の成績上位３つの平均点が高い者から

順に、派遣枠人数に達するまで選考する。 

なお、Ｈ２５年９月からＨ２６年４月までの海外派遣試合に参加した

選手の成績は上記試合に加える。 

 

     ・７月ＷＣ北京 

上記の試合にＷＣミュンヘン、マリボル、第二回ＮＴ選考会の記録を

加え、成績上位５つの平均点が高い者から順に、派遣枠人数に達する

まで選考する。 

     ・9月世界選手権 

      上記の試合にＷＣミュンヘン、マリボル、北京の成績を加え、上位５

回の成績平均点で選考する。 

     ・１０月世界大学（2015 年ユニバシアード大会も同様の考え方とする） 

      2014 年の世界選手権、ＷＣ出場選手で 2015 年ユニバシアード大会出

場資格のある選手（現役または卒業１年以内）は、自動的に選ばれる。 

      上記選手で派遣枠に満たない場合は、ＭＰＡ部会の選考基準により選

考される。 



       

（ウ） ピストルＢカテゴリー選手については、直近ワールドカップ３試合の成

績ならびに派遣対象となる海外試合の直近の国内指定試合２試合の成

績で海外派遣基準をクリヤーしている場合は派遣される。派遣枠人数に

満たない場合は、上記成績をもとにコーチ推薦により追加決定する。 

 

 

海外派遣基準は以下の通り 

ＦＰ   ＲＦＰ   ＡＰＭ   ＡＰＷ   ＳＰＷ 

Ａ基準  559    580     580    383     582 

Ｂ基準  555    575     577    380     578  

注：Ａ基準は１回達成、Ｂ基準は２回達成でクリヤーとなる。 

 

・３月ＷＣフォートベニング  

基本派遣予定なし 

・6月ＷＣミュンヘン、ＷＣマリボル（スロベニア）  

 2013 年 WC フォートベニング・ミュンヘン・グラナダ・ファイナルの 

成績に加え１１月全国秋季大会（25ｍ・50ｍ）、２月全国冬季大会（25 

ｍ・50ｍ）とＮＴ選考会（10ｍ）、３月全日本（10ｍ）の各種目２回

（10ｍは３回）の成績。 

Ｈ２５年１０月からＨ２６年４月までの海外派遣試合に参加した選

手の成績は上記試合に加える。 

     ・7月ＷＣ北京 

      2013 年 WC グラナダから 2014 年 WC ミュンヘン・マリボルまでの海外

派遣試合の成績に加え２月全国冬季大会（25ｍ・50ｍ）、５月全国春

季大会（25ｍ50ｍ）とＮＴ選考会（10ｍ）の各種目２回の成績。 

     ・9月世界選手権 

      ＷＣミュンヘン、マリボル、北京の成績を加え、５月全国春季大会（25 

ｍ50ｍ）、７月全国夏季大会（25ｍ50ｍ）とＮＴ選考会（10ｍ）の成

績。（エントリー期限の関係で７月の全国夏季大会・ＮＴ選考会の結

果を待てない場合は、上記ＷＣ３大会記録に加え、２月全国冬季大会

（25ｍ50ｍ）、５月全国春季大会（25ｍ50ｍ）とＮＴ選考会（10ｍ）

記録で決定する。） 

     ・10 月世界大学 

      選考についてはライフルと同様。   

 



（ナショナルチームのトレーニング計画等） 

８．ナショナルチームは、その最終目標をオリンピックでのメダル獲得とする。ナショナ

ルコーチ、ＪＯＣ専任コーチングディレクター、ＮＴスタッフは長期及び短期の目標

を常に掌握し、ＮＴ選手は平素から射撃競技の代表としての自覚を持ち、自己練磨に

努めるとともに、計画された強化合宿に参加するものとする。 

・ナショナルチームライフル、ピストル合同合宿を期首と期末の年２回開催する。 

 期首の合宿では、チームビルディング、メンタルトレーニング、アンチドーピング

を主体とした研修を行うと共に、個々人の年間の目標設定を行う。この目標は記録

され、適宜進捗を選手強化委員会がチェックする。 

 期末の合宿では、年間の振り返りを実施し、来期に向けた取り組み目標を明らかに

する。 

・期中は、ライフル、ピストル各カテゴリー毎に合宿、訓練を実施する。選手とコー

チ陣が合意した目標設定への進捗や課題を個人別に分析して、適切なアドバイスや

サポートを実施する。ＪＩＳＳ射撃場や長瀞ＮＴＣを有効活用し、フィジカルトレ

ーニングや科学的なサポートが実施できる環境整備を行い、選手が射撃技術のコー

チングだけでなく多方面からサポートが得られるように改善していく。 

・SB弾、AR 弾のロット選定や映像分析、動作解析など科学的アプローチで選手の得点

向上をサポートしていく。 

 

（ナショナルチーム員の資格停止） 

９．以下の事項に該当するものは、ＮＴ選手の資格を停止するものとする。 

（一般選手については、ＮＴ選考会に参加できないものとする。） 

この措置は即時実施される。 

なお、ＮＴ選考会への復帰の期限は、別途選手強化委員会で定める。 

（１） 特別な事情なくまたは無断でナショナルチーム合宿を欠席したもの。 

（２） 選手強化委員会の指導方針に反して故意に反発したもの、もしくはチームの秩

序を乱したもの。 

（３） ナショナルチームの目的に反する行動を意図的に取り、選手強化委員会の是正

の求めに応じないもの。 

（４） ドーピング防止規程に違反し競技者資格を停止されたもの。 

（５） ドーピング防止規程に定める居場所情報提出義務を怠り、競技外検査を過去 18

か月間に 2回忌避したとみなされているもの。 

 

（ランキング） 

９．ランキングは以下の考え方で集計し協会ホームページに公表する。 

1 年間ローリングでランキング対象試合の記録を集計し、ベスト３の平均値順で発表する。 



 

付則 

１．この要綱は平成 25年 9月 15 日から実施される。 

２．この要項は平成 25年 11 月 23 日に改訂された。              


